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要旨： 

目的： シロシビン補助療法（PAT）は、人格構造に永続的な変化をもたらすことが示唆されてい

る。しかしながら、依存症におけるこのような変化は未だに特徴づけられていない。本稿では、

ランダム化比較試験の二次解析として、アルコール使用障害（AUD）患者における PATの人格特性

への影響を検討した。PAT は AUD における人格異常を軽減し、特性衝動性の減少は飲酒量の減少

と関連するという仮説が立てられた。 

 

方法： AUDの成人 84 名を、シロシビン（N=44）または実薬プラセボ（ジフェンヒドラミン；N=40）

の 2 回の投薬セッションに無作為に割り付け、週 12 回の心理療法セッションを受け、さらに 24

週間の追跡調査を完了した。性格特性の変化（36週目とベースライン）は改訂版 NEO性格検査を

用いて評価し、日々のアルコール摂取量はタイムライン・フォローバックを用いて定量化した。 

 

結果： プラセボ群と比較して、シロシビン群は神経症傾向の有意な減少と、外向性と開放性の増

加を示した。二次解析では、神経症傾向の減少は抑うつ、衝動性、脆弱性の減少によってもたら

され、開放性の増加は感情と空想への開放性の増大によってもたらされたことが示された。全参

加者において、衝動性の減少は治療後のアルコール摂取量の減少と関連しており、探索的解析の

結果、これらの関連は、最初の投薬セッション前に中等度または高リスクの飲酒を継続していた

シロシビン投与参加者において最も強く現れたことが明らかになった。 

 

結論： PATは永続的な性格変化を引き起こし、AUDにおける異常な性格特性の発現の正常化を示

唆している。PAT が衝動性を軽減することで有益な効果を発揮するのか、それとも衝動的な個人

が本質的に PATに反応しやすいのかを明らかにするには、さらなる研究が必要である。 

 

 


